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・・・・磁場磁場磁場磁場（（（（インダクタンスインダクタンスインダクタンスインダクタンス））））
のののの持持持持つエネルギーつエネルギーつエネルギーつエネルギー

・・・・コンデンサコンデンサコンデンサコンデンサ、、、、
インダクタンスをもつインダクタンスをもつインダクタンスをもつインダクタンスをもつ回路回路回路回路
とととと過渡応答過渡応答過渡応答過渡応答
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本日のメニュー

・交流回路の素子の役割と
電流と電圧波形

・インピーダンス
（・共振現象）
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では電気容量を接続した回路ではでは電気容量を接続した回路ではでは電気容量を接続した回路ではでは電気容量を接続した回路では
電圧・電流の関係はどうだろう？電圧・電流の関係はどうだろう？電圧・電流の関係はどうだろう？電圧・電流の関係はどうだろう？
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電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を
時間微分した形になる。時間微分した形になる。時間微分した形になる。時間微分した形になる。
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電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対してππππ/2/2/2/2だけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれ

て進んだ波になっている。て進んだ波になっている。て進んだ波になっている。て進んだ波になっている。
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オームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してRのののの対応を見ると対応を見ると対応を見ると対応を見ると

R →→→→1/ωωωωC XC=1/ωωωωC



tVm ωε sin⋅=

????????

誘導素子を接続するとどのようか？
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電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を
時間積分した形になる。時間積分した形になる。時間積分した形になる。時間積分した形になる。
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電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対してππππ/2/2/2/2だけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれ

て遅れた波になっている。て遅れた波になっている。て遅れた波になっている。て遅れた波になっている。
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オームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してRのののの対応を見ると対応を見ると対応を見ると対応を見ると
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tVtR RR ωω sinsinImv =⋅⋅=
電圧の時間変化（瞬間の値）
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電圧のピーク値
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抵抗での電流・電圧は同位相！
抵抗の電圧変化（電流）基準に考えてみる。
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電流の最大値と電圧の最大値の関係
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インピーダンス

インピーダンス
（交流回路のオームの法則）



電流の最大値と電圧の最大値の関係
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2階の微分方程式の相似と解
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一般的な定数係数の微分方程式の解



ばねの振動とRLC回路
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振動系の共鳴角周波数
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共共共共 振振振振 現現現現 象象象象
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